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＜連絡事項＞

· 1月12日　杉澤純一様がデイケア見学予定

· 法人研修に参加していない方は、本日出席する事

· 経過連絡表1/7までに提出

· 1/7～1/10に書初めの投票を集会室にて行なう事
＜業務改善＞

○プログラム検討

· 15日までに2月分テキスト提出、プログラム内容の入力を行なう

· 11日午前中に担当スタッフが集まり、プログラム枠の話し合いを行う

○新書式

· 新カルテ内書式の稟議書は提出済み

· 評価書式は、作業・精神・生活能力の全てを評価出来るよう既存の評価表を見直し・調整中

○環境整備

· 風呂場ジャグジーのフィルター掃除方法を確認して実施予定

· 入浴剤は使用済みのお茶を使用していく。通所にある布を使用して、入浴袋を作成していく

· 脱臭剤はコーヒーの殻を幸房から貰い受けて使用していく

○期末発注について

· 1/14までに期末発注で挙げるものを飯野SGMまで伝える

· 現在発注予定となっているものは、エアロビ用ゴムバンド、ラジカセ、脚立としている

· ホースの発注希望があるが、定期発注から必要な長さの物を発注する

· 雪かき用スコップは昨年１つを破損している為、新たに定期発注から発注予定

＜利用者様情報＞

繁名　和恵様～来所時頭痛を訴えており、鎮痛剤服用後30分程静養室利用している。以後の不調訴えは聞かれない。

小野寺文明様～お父様とカラオケに行った際に、同じ事を繰り返し話される為、「うるさい」と怒鳴ってしまったと報告。申し訳ない事をしたと感じているとの事。友人とは距離を持って関係を持っているとの事で、適度に友人と外出していると話す。

上川原　豊様～今月から月・水・金の週3日利用となっているが本日来所。明日が利用日の為、明日も来所するよう促すと、「明日も来ます」と話されている。自分から他者へ新年の挨拶をして過ごされている。

磯島　幸恵様～昨日デイケア見学の為来所しており、説明と施設内の見学実施。デイケア利用については、「年末年始になるとカップルばかりで寂しくなって嫌になる事があるけど、もうシーズンも過ぎているから大丈夫」と話されている。作業や簡単な運動には興味を示している。今後入浴の利用は考えていると話しているが、デイケアの再度見学は考えていないとの事。

中村与一郎様～青風荘から情報あり、奥山様と距離を置こうとしている様子が見られるとの事。本人からも、奥山様と距離を置こうと考えているが、関係を崩したくない為、考えながら行動すると話されている。

高橋　洋子様～SSTのリーダーを自主的に実施しており、スムーズな進行を行なう事が出来ている。

＜事例検討＞

中居美津子様（62）　主病名：統合失調症　

ナイトケア利用開始後：7年11ヶ月　　利用日数：週5日　　出席率：70％台

日中はうみねこ幸房利用中

検討内容治療計画の見直し

本人の目標地域へ出て仕事をしたい（エレベーターガールを行ないたい）

小目標現在の生活を継続し、体力・生活リズムの維持

治療計画　

1 自分のやりたくない事や面倒な事は理由をつけて行なわない為、個別面談を通して必要性の説明を行なう

2 一方的な交流となる事がある為、必要に応じて声かけを行なう

ナイトケアの様子
· 調理を行なっていても指示がないと動く事が出来ず、空気を読みながら行動する事が出来ない

· 来月手巻き寿司を行なう予定としているが、「レシピが必要」と発言聞かれている

· 新しい事への適応に時間がかかる

· 指示されたことを作業へとつなげられない原因がどの部部にあるのか不明確な為、本人が希望する仕事への介入ポイントが絞れない（説明を理解できない・作業方法がわからない・自信がない　等）

· 失敗を避けている印象を受ける

· 身だしなみは気を配る事が出来ているが、食堂にて化粧直しを行なっている姿が多い

· 本人が希望している職業が稀である為、本人へ難しい職業である事を説明するが、「頼めば雇ってくれる」との発言あり。本人が最近の社会状況を把握出来ていない可能性がある

うみねこ幸房からの情報
· セルリアンを1人で運営しており、「1人で大変だ」と話されている。現在午前中はセルリアン、午後よりランチの片付け作業を行なっている。作業には徐々に慣れてきた様子あり。

· 1つ1つの作業に対して時間を要している

· 就労継続支援へ移行してからは、作業能率など現状維持に向けて関わりをもっている

· 年始の行事では、現状維持のため体力作りを行なう事を個人目標として挙げている

· 幸房では外部で仕事をしたいという希望は聞かれていない

今後の治療計画
作業遂行において作業進行を阻害している原因を本人と話し合い明確にする

＜外来情報＞

・山田　吉夫様～眠れない、夜間2～3回中途覚醒あると訴えている事から睡眠薬処方となる。デイケアには通えていると報告している。夜間睡眠状態の確認、デイケアでの活動状況観察していく。

・船場　幸子様～2月14日で青山荘退所となるが、アパートが見つからず本人も不安がっている部分があると青山荘スタッフより情報がある。本人の生活技能レベルを下げないよう考慮し、今後について本日午後話し合う予定との事。青風荘に入所した後、グループホームが空き次第入所申し込みを検討している。精神状態の観察、デイケアでの活動状況観察していく。

・長瀬　紘一郎様～牛乳飲めば排便あるから、下剤はいらないと話され、下剤止めとなっている。下剤余っているとの事で、排便困難時には服用し、下剤必要になったら、再度相談すると話されている。排便状況確認していく。

・中居　美津子様～うみねこ幸房での評価がDランクからCランクへアップしたと穏やかに報告されている。






















